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  平成31年1月1日現在

 人　口　 14,190 人
 男　性 6,869 人
 女　性 7,321 人
 世帯数 6,568 戸

水汲町会南浅間町会 浅間 1・2・3町会

浅
間
温
泉
第
2
町
会
親
睦
旅
行

　

本
郷
地
区
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

と
本
郷
公
民
館
の
人
権
啓
発
研
修

の
一
環
と
し

て
『
楽
団
ケ・

セ
ラ
』と『
松

本
あ
さ
ひ
太

鼓
』
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
ま

し
た
。
思
い

や
り
に
あ
ふ

れ
た
全
13
曲

が
演
奏
さ
れ

聴
衆
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　

本
郷
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

三
九
郎
作
り
の
講
習
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
子
供
達
と
そ
の
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
達
合
計
約
40
名
が

参
加
。
講
習
会
終
了
後
は
子
ど
も

会
育
成
会
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
豚

汁
を
い
た
だ
き
、
冷
え
た
体
を
温

め
ま
し
た
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
最
後
と
な
る

初
春
を
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
穏
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

松
本
市
本
郷
財
産
区
議
会
は
、

市
役
所
本
郷
支
所
内
に
事
務
局
を

置
き
、
本
郷
村
合
併
の
際
に
設
置

さ
れ
、
議
員
定
数
十
五
名
で
組
織

す
る
特
別
地
方
公
共
団
体
の
一
つ

と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
郷
財
産
区
は
、
山
林
を
育
て

る
為
、
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き

作
業
（
下
刈
、
除
伐
、
間
伐
）
を

中
心
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
「
森も
り林
の
里
親
促
進
事
業
」

な
ど
、
事
業
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
大
切
な
地
域
の
「
里
山
」
と

し
て
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
く

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
又
、
地

元
本
郷
地
区
の
皆
さ
ん
に
四
季
を

通
じ
て
、
財
産
区
の
山
の
存
在
を

知
り
、
身
近
に
感
じ
、
そ
の
大
切

さ
を
理
解
し
て
頂
く
為
、
独
自
の

事
業
と
し
て
、
春
は
、
一
般
希
望

者
を
対
象
と
し
て
、椎
茸
等
の
「
駒

打
体
験
事
業
」、
夏
は
、
地
区
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
、

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
群
生
地
の
「
下
刈

り
事
業
」、
秋
は
、「
き
の
こ
狩
り

事
業
」、
冬
は
地
区
内
へ
一
般
募

集
を
行
い
、
正
月
用
の
松
飾
り
用

の
松
を
取
り
、
併
せ
て
実
生
の
松

の
「
枝
打
体
験
事
業
」
を
実
施
し
、

山
に
係
わ
っ
て
頂
け
る
機
会
を

作
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

又
、
本
郷
財
産
区
の
特
徴
の
一
つ

と
し
て
、希
少
植
物
に
属
す
る
「
タ

デ
ス
ミ
レ
」
の
生
息
地
が
財
産
区

の
山
に
あ
り
ま
す
。
現
在
全
国
で

確
認
さ
れ
て
い
る
生
息
地
は
、
こ

こ
本
郷
の
山
一
ヶ
所
と
も
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
タ
デ
ス
ミ
レ
の
保

護
と
共
に
袴
腰
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ

ジ
、
五
輪
草
に
つ
い
て
も
、
保
護
、

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
郷
地
区
の
発
展
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た

旧
公
民
館
を
解

体
し
、
町
民
皆

様
の
ご
寄
付
と

宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業

等
に
よ
り
公
民

館
を
新
築
し
ま

し
た
。
人
口

8
0
0
人
の
水

汲
町
民
の
交
流

･
福
祉
･
防
災

の
拠
点
と
し
て

よ
り
豊
か
な
地

域
作
り
を
目
指

し
ま
す
。

松本市本郷財産区

竹内　富治　議長

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
24
日
、

大
町
市
の
酒
蔵
を
見
学
。
北
ア
ル

プ
ス
の
水
に
恩
恵
を
受
け
な
が
ら

一
行
22
名
は
大
町
温
泉
景
水
に
浸

か
っ
た
。
宿
で
は
宴
会
に
盛
り
上

が
り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

新
年
を
迎
え
て 

年
頭
ご
あ
い
さ
つ

各
町
会
の
三
九
郎

水
汲
公
民
館
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

本
郷
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

三
九
郎
作
り
講
習
会
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周
囲
の
自
然
の
性
質
を
よ
く
観
察
し
、

正
常
な
状
態
を
知
る

　
　
　
　
　
　
⇔

　
　
感
性
を
磨
き
危
険
を
察
知

　
「
防
災
と
科
学
」
に
つ
い
て
学
ぶ

第
４
回
講
座
が
信
州
大
学
平
松
教

授
を
お
招
き
し
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

（
信
州
大
学
出
前
講
座
）

※
主
催
・
共
催

　

本
郷
地
区
町
会
連
合
会

　

本
郷
地
区
防
災
部

　

本
郷
公
民
館

　

長
野
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

【
講
演
概
要
】

●
長
野
県
の
土
砂
災
害
環
境　

��・�

長
野
県
は
全
国
的
に
は
雨
の
少
な

い
地
域
で
あ
る
が
、
土
砂
災
害
の

発
生
件
数
は
、
全
国
の
都
道
府
県

の
中
で
常
に
上
位
を
占
め
て
い

る
。

・�

県
内
の
土
砂
災
害
危
険
カ
所
は

１
万
６
千
件
。
松
本
は
災
害
件
数

の
少
な
い
地
域
だ
が
、
全
県
的
に

み
る
と
10
年
か
ら
15
年
周
期
で
土

砂
災
害
が
多
発
す
る
傾
向
。

　
●�

土
砂
移
動
現
象
（
災
害
）
の
種

類
と
そ
の
特
徴

・�

土
砂
災
害
に
は
、
土
石
流
、
が
け

崩
れ
（
表
層
崩
壊
・
深
層
崩
壊
）、

地
す
べ
り
の
３
種
類
が
あ
る
。

・�

土
石
流
や
が
け
崩
れ
は
急
峻
な
斜

面
で
降
雨
を
引
き
金
と
し
て
発
生

す
る
場
合
が
多
い
の
に
対
し
、
地

す
べ
り
は
緩
勾
配
斜
面
で
も
発
生

す
る
場
合
が
あ
る
。

●�

土
砂
災
害
危
険
カ
所
と
は
：
　

本
郷
地
区
周
辺
の
土
砂
災
害
危

険
カ
所

　

土
石
流
は
、
勾
配
の
急
な
渓
流

で
よ
く
発
生
し
、
時
速
20
～
40
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
ス
ピ
ー
ド
と
な
る
。

　

が
け
崩
れ
は
、
大
雨
や
長
雨
に

よ
っ
て
地
面
に
水
が
し
み
こ
ん
だ

り
、
地
震
に
よ
っ
て
斜
面
が
突
然

に
崩
れ
落
ち
る
現
象
。

　

地
す
べ
り
は
、
地
下
水
が
粘
土

の
よ
う
な
滑
り
や
す
い
層
に
し
み

こ
み
、
そ
の
上
部
の
土
塊
が
ゆ
っ

く
り
と
滑
り
だ
す
現
象
。

・�

逃
げ
る
と
き
は
沢
の
流
れ
に
対
し

て
直
角
が
基
本
。
防
災
マ
ッ
プ
で

事
前
に
避
難
ル
ー
ト
の
確
認
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●�

表
層
崩
壊
の
特
徴
と
発
生
メ
カ

ニ
ズ
ム
：
災
害
の
発
生
し
や
す

い
場
所

・�

表
層
崩
壊
の
発
生
す
る
場
所
は
、

降
雨
の
時
は
集
水
性
の
高
い
谷
部

で
、
地
震
の
場
合
は
尾
根
部
で
多

発
す
る
。　

・�

女
鳥
羽
川
右
岸
の
地
盤
は
比
較
的

良
好
だ
が
、
左
岸
は
地
震
時
に
液

状
化
の
可
能
性
が
高
い
。

●�

防
災
対
策
：
事
前
の
知
る
努
力

と
普
段
か
ら
の
心
構
え

・�

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
常
に
災

害
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
と
の
認

識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
。

・�

土
砂
災
害
の
発
生
し
そ
う
な
場
所

は
、
斜
面
の
勾
配
が
30
度
以
上
の

場
所
や
谷
の
出
口
な
ど
。

・�

山
崩
れ
の
前
兆
現
象
は
、
山
の
斜

面
の
亀
裂
発
生
や
水
の
濁
り
な
ど
。

・
１
時
間
に
20
㎜
以
上
、
降
り
始
め

て
か
ら
1
0
0
㎜
以
上
の
降
雨
量

に
な
っ
た
ら
要
注
意
。（
バ
ケ
ツ
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
簡
易
雨

量
計
も
役
立
つ
。）

・�

家
族
ぐ
る
み
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
り
も
一
考
！

■
松
本
市
防
災
マ
ッ
プ
は
こ
ち
ら

http://www.city.matsumoto.nagano.jp/
hazard/index.html

　

町
会
会
員
世
帯
数

１
３
０
。野
球
場
西
側
の
、

県
営
住
宅
集
会
所
を
拠
点

に
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
会
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、

自
主
防
災
会
の
充
実
強
化
と
防
災
訓

練
等
へ
の
参
画
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

⑴
計
画
的
に
防
災
資
器
材
の
整
備
を

図
り
ま
す
。
⑵
防
災
会
の
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。
⑶
地
区
連
絡
協
会
等
が

主
催
す
る
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま

す
。

　

防
災
計
画
は
第
12
条
、
防
災
会
規

約
は
第
11
条
、
大
雪
の
対
応
と
致
し

ま
し
て
除
雪
機
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
第
21
条
迄
設
け
、
除
雪
機
も
運
用

し
て
い
ま
す
。

　

又
、
防
災
会

の
予
算
を
設

け
、
防
災
施
設

整
備
積
立
金
を

行
い
、
松
本
市

の
補
助
金
を
利

用
し
、
必
要
に

　

三
才
山
町
会

は
、
本
郷
地
区
の
最
北
端

に
位
置
し
女
鳥
羽
川
の
上

流
に
あ
り
自
然
豊
か
な
地
区
で
す
。

三
才
山
ト
ン
ネ
ル
が
出
来
て
か
ら
は

東
信
地
方
の
玄
関
口
と
し
て
交
通
量

が
多
い
地
区
と
な
り
ま
し
た
。
地
区

の
中
心
に
御
射
神
社
秋
宮
を
有
し
、

小
日
向
、
本
村
、
一
ノ
瀬
の
三
地
区

1
1
4
戸
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
毎
年
三

月
に
「
館
報
み
さ
や
ま
」
を
発
行
し

て
お
り
、
今
年
で
四
十
七
号
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
掲
載
内
容
は
、

浅間温泉
第7町会

三才山
町会
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防
災
講
座（
第
４
回
）

　
～
本
郷
地
区
の
土
砂
災
害
危
険
性
を
学
ぶ
～

土
砂
災
害
を
回
避
し
、

　
賢
く
生
き
残
る
た
め
の
方
法
論
序
説

普
段
か
ら
自
助
の
心
が
け
を
！

応
じ
て
資
器
材
等
の
購
入
に
充
て
て

い
ま
す
。
又
、
防
災
会
組
織
構
成
及

び
、
自
主
防
災
組
織
班
別
任
務
表
に

て
活
動
を
行
う
様
に
、
役
割
が
明
確

に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
有
資
器
材
は
、

除
雪
機
、
低
床
の
ジ
ャ
ッ
キ
、
バ
ー

ル
、ト
イ
レ
（
ラ
ッ
プ
ポ
ン
）、担
架
、

発
電
機
、
投
光
器
、
折
り
畳
み
式
の

リ
ヤ
カ
ー
、
ホ
ー
ス
、
ノ
ズ
ル
、
ス

タ
ン
ド
パ
イ
プ
等
で
集
会
所
の
倉
庫

等
へ
格
納
し
て
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
消
火
栓
へ
ホ
ー
ス
を

繋
ぐ
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
保
持
し
て

い
る
町
会
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
是
非
、
消
火
用
の
ホ
ー

ス
が
、
道
路
に
埋
設
し
て
あ
る
消
火

栓
へ
、
繋
が
る
か
試
し
て
み
て
下
さ

い
。
大
変
さ
が
判
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
災
害
時
の
ト
イ
レ
に
つ
い

て
、
各
町
会
の
会
議
に
て
、
ご
検
討

下
さ
い
。
見
本
は
、
当
町
会
、
松
本

広
域
消
防
局
に
あ
り
ま
す
。
政
府
が
、

東
北
の
震
災
時
に
緊
急
に
用
意
し
た

も
の
で
す
。

地
区
の
一
年
の
出
来
事
、
町
会
長
、

役
員
の
あ
い
さ
つ
、
町
会
内
行
事
や

子
供
会
行
事
の
様
子
等
を
伝
え
て
い

ま
す
。ま
た
、

新
一
年
生
と

新
成
人
の
あ

い
さ
つ
、
転

入
者
（
お
嫁

さ
ん
、
お
婿

さ
ん
）
の
紹

介
・
感
想
な

ど
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

わがまち
わが町会


